
条 北

廃第な 海

１お 道

項、

棄
告物

平 の産 示の

成 規業 第処

十 理定廃

四 及に棄

年 よ物 号び

二 り処

北 海

〇 〇 〇 〇 〇
特 一 北 特 特
定 般 海 定 定
調 競 道 調 調
達 争 選 達 達
契 入 道 挙 道 契 道 契
約 札 警 執 選 約 立 約
に の 察 行 挙 小（ （
係 実 本 規 管 物 児 上

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇
特 公 宅 道 道 道
定 募 地 路 営 営
調 型 建 の 土 土
達 プ 物 区 地 地
契 支 ロ 公 取 域 改 改
約 ポ 引 の 良 良庁

ー 業 変 事 事（
告渡 ザ 法 更 業 業

第

〇 〇 〇 〇 〇
土 土 大 特 産
地 地 規 定 業
改 改 模 非 廃
良 良 小 営 棄
区 法 売 利 物 告
の に 店 活 処
定 よ 舗 動 理
款 る 立 法 施

号

毎
週
火
・
金
曜清

月 掃、理

五 産施 告に

日

許

る棄置

す廃設

関業設

律処可

法物

火 理申

昭施請

曜

設
和設書

日

法許下

年置以

る 施 部 程 理 品 総 川
入 に 告 の 委 の 合 合
札 関 示 一 員 購 保 同
の す 部 会 入 健 庁
公 る を 告 ） セ 舎
告 公 改 示 に ン 清
告 正 係 タ 掃（

二 す る ー 業（
件 二 る 入 告 務
） 件 規 札 示 ）
） 程 の に

公 係
告 る

島 示 ル 告 に 変 計
合 の よ 更 画
同 実 る 計 の
庁 施 免 画 決
舎 許 の 定
清 の 決
掃 取 定
業 消
務 し
）
に
係
る

の 道 地 人 設 示 目
変 営 法 の の
更 換 第 定 設
の 地 五 款 置
認 計 条 変 に
可 画 第 更 係
の 一 の る
決 項 認 許
定 証 可（
新 申 申
設 請 請
） 書 次
の の

日
発
行

律可
請請 第申申

示が書

下
たい 以
っと 。

あ」 号

。
。う

の う

容 い

内 と

の 」

） 法

入
札
の
公
告

入
札
の
公
告

（
資 （ （
源 土 土
エ 地 地（ （
ネ 建 道 改 改
ル 築 路 良 良
ギ 指 整 指 指
ー 導 備 導 導
課 課 課 課 課

届 内
出 容

の
概
要
等

（
土 （
地 廃（ （ （
改 農 地 生 棄
良 地 域 活 物
指 調 産 振 対
導 整 業 興 策 発行
課 課 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

は
等 第

要 ）

概 。

、
北

特 海

定 道

非

所地

告

営

意及意域

示

利

見び見政

第

に設は部活

書施書策

はの、環動

三 三 三 三 三
七 五 五 三 二

３

縦平見この

アイ律意境
産全

北室覧成昭書の保

和の 海蘭の

提業上 道市期年

胆市間２年出廃の

） ） ） ） ）

三 三 三 二 二 二
一 〇 〇 九 九 九

２

設紙法
覧

廃汚）産汚く第縦

棄泥、業泥ず
第場

物の第廃、、条の

棄廃繊 の焼
却号物油維２所

） ） ） ） ）
電話

ペ
二 二 二 二 二 ー
九 九 八 七 七 ジ 印刷

蘭業

申平申東新産室産

本廃市廃

請成請京日業

者都 年

町物

月年の千製棄仲棄

日１住代鐵物

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

の

お成請

と平申

の
次１

り
る月
あ２要

で年概

促 号

法

意類海生進

、種北境

書記知課

見を道活

提のに成

を載事）平

出上郵平

法

す、便成年

る生番

の環３第

者活号年律

月７ 氏境

号 名の－

５律物地

振民月法棄見
理ら

庁活日第処か

支生
地部か

施の

） 政境同設意 号 域環ら

廃３設書 に 策室年の見
に提 定 環棄月置を 規 部

る 生対日関出 す 境物５

課で、る 休 活策ましす

施の処、く項及

処

日 課
時

及設２理廃ず及び

理
び）施プ、び
植３ 清、産設ラ動第間

廃おチ物項 掃第業にス

規 関号棄いッ性に に５
物てク残
、す る廃の処類さ定 す
律
の却す廃る 法油焼理
設産、請 施
焼施る酸申

処

却

月所田株処

、区式理番理

設新設

日名大会施２施
本種

及町の日の

称手社

代丁表置製類

び二代設

者６締場株

表目取の鐵
社

氏３社会

の番役所式
棒

名号長

日）

日
。５

及保

第 び全
住上火

並見蘭ま第

所の室）条

にか幸に項

び地市で３

業の９着規

産ら町到の

二 廃意番す定

七 るに 棄見

、

処記うり

物を号よよ

を利こ
理述北提

く 午午曜関が 除 日害と

９、をき 。 前前日係で

曜す。

時時土有る ） ９
午午及者

らら日る

かか

民北

５５国、

後後びは

の海

時時

施）業廃書 行

分分祝道

）棄ルの

設廃ア等 令
第のリ覧 和

、物カ縦 昭
８種、の

政く所

年号類木場

金間

第プ、時

令廃ず、

ラ
ス属及

千線

ッず期 ）
チくび 号

晃室

の部

者業

請速事

申

構

氏所

は鐵

又製

所蘭

住

次

堀
事
知

道
海
北

）内

名

と

設る道すの

施す海出

り

設と振こお

のこ胆る

日知

場庁。定

置。支と

す生

関に

ででに事

まま

ば ７
ク、間 第

法環

る活 却ん ３
焼じ 第

のい 条
類

也
達

号施、



規域６１

小お生５平届

模なの月

事規

売、活日成出大

店同環ま
２の小

舗法境で年項模

８保北月概売

の第のに
日舗

置条持海５要店

設
者第の道

北 海

北

大 海

規 道

模 告

小

代主定

示

売

た款

第

店 るに 表
事記舗
立 務載 者号

地

道 公 報

２
活
あ利

営 の
非 請定

申特
動 っ

第

１
定

成申特代主定

平

請た款
事記 ２営 のるに 表 年非

動 っ ５活務載 者 あ 月利

日

号

款つ第

のい
更は第

変て条

平事２

成北業項
十方のの
四菌種規
年類類定
二

勝名

か２た十の

フのに

庁及

大の配支称

ら項め
工所

模定す商び

規規慮
働地

売基き労在

小にべ
、に光

舗き項観

店づ事
到

設該いに

新当つ課

の

のれ法 の所さ

に大て

成 在目

平 氏所た

名地的
生る第

藤室再す律
法

年

当蘭こ
市のにこ

ゆ人すを）

み法関と号

年人
法 た

きはる目第

満

生そす平室
日称

名 月の
地

察けのこる成蘭

観お
記る役にこ
を１再

録コ割住と年域

デつ人目月生

すーにむ

年人のれ 法 たの所さ

る

地的

名在目 月の氏所た
こる

平北竹札す

日称名
菌市の菌

成方橋幌

フ司稲人

年類誠手法類

１
月ォ区は主

月ォ変よ

五ー更り

日

る

に認す

ムの告

ラ）公

いの。

つ証

火

は請
て申

曜

員あ
役が

日

見す

つ規意着

会た
、っ

届売有よ

て小をる

い模
が舗る提海

出店すう北

っ設はす知

あを者出道
堀

。す書こ

た置、る事

き

がよで

者にが

る面と

業と条

町、事的５

そり

行る１

丁蘭をす第

３室
及い。項

目市
蘭定

２周室規

番び、の

びり

域及よ

地市に

号辺
て地の

し辺次

対周、

に

工 こィい々的

のとす

とネてにと日場

蒙て。

通タ啓っる

をー
自し動重

、と活貴

じー
を然

リ菌業自

然て事な

ク果う境

イが行環

サ類

、に
シすと保

ルたこの

ー金

コ

ム１海ノ

日ラ山北キ

海丁よ）

北３お類

条道
返生

道目びの

知

号の究

３後研

事番還態

で
議の

４生
方発
北や

堀

５
る第

す条
関同

に、
等

て
蘭い
室お
、に
更項
変

。

の平る達

再用
域準
地

也

周成
辺

午駐２荷午

イウエ

地年
店客前車かさ前

開閉来

時

時時が９場所ば７

店
お

、域と
刻刻駐時のき

域与大

地寄り

当に

規大
大

イウエア

廃 荷 駐

模規 棄

売小

場ば物小模

輪台さ

解よに

ス分に全

のき等

、

に共て与

ムとっ寄

テ

大
ア

大平大 株規駐 規成規

模車台 式模 模

売売の 社小年小小場 会

也発況
に状

達島の

売９

生を

表小又 名株帯大代

氏は

名 会市模者売は 式広規
売氏を称 社西小の業

に法
場同
工る
生す

福

小

ハ郡模

ク川規

フ中大

車か自施か

本別売

ラ本

を午車に午

場ら動設ら
６

前後利後のお後

午午
９用９出い

口荷ま

時時す時入て時

る
とま数ば

たこ分のさで

き行

、でを

しができ

だ
店

収施の店売
間るう

年
に

台の管の舗

容設保舗
のい

積設設お

数面施施
業
方売

量営小

容運て

の

店収 福

すう
関行
にを

法

舗舗容 原店月店

舗

設

新の施数

の日内の台
置 帯す面配

を舗の

設店

西合関 市日のに 広る積
計す
る

行

北事 条

１に者 北舗う 原条店名

名 取目い氏 表丁おの 代

て 締
原を

福業住

地売

役番小

南舗

別町店

治者

朋う
行

る
２す
目置
丁設
１を

店

者
－

時こ

は
又
名

か氏
ほの

９き

前で

午帯が

日間と 事の
る者

帯
間

）時

時る

時
店

閉
び

及
刻

時
店

項開 目
丁
１項

刻

名
氏
の

役
締

取
表
代

地
番

表

住
び代

及
称

名
は所

又

住
び
及

称
名

に
び者 並

所

に
び
並
所

二法

八

法の

治
朋

原
福 っ

あ
に

人
代
は

て

て
っ

あ名

に

氏 人

の
者

表



張

路
道路夕

２

平 の

成 線新 路

十 線

四 得 名

年 、

二 区名線

北 海

別１ 北

土町 海

土平道 道

地成路

地
告

の

改
改 示良
良年種 第

区２類

法
昭の月
定５ 号

款日道

和

道 公 報

換覧 北

土地そに 海

計の供平 道

画関す成

地 で

告改
を係る 示良
定書。年 第

め類２

法
昭たは月

。、５ 号

北日

和

第

前

北北本縦平祝縦午

の
に時９

海海別覧成日覧

道道町期

すか

経十地間年関間時

部支振月るら

済勝域２

地庁興５法午

号

２３
書覧

出成出縦

届平届

年
月縦

日１の所

月年等場
覧
日

月 域

五 及

日

覧郡郡

縦払払

び区勇勇

所冠冠

場占占

火

字字
村村

曜

ーー
ソソ

日

ンン
ウウ

認
第を

律更
法変

年の道

可
。 第
た ）
し 号

２
第

条

支

第知

律空

法道

年海
庁

え 第

備 ）

に 号

置

課日律後

、 ２

て の

い 条

産工５

域商
業労火昭時

課働）和

分 観か
律。

課平法で

光ら年ま

第た

成

だ 年

し

ナナ に ５本 ） 月、 号 ６

イイ
ま
先 先

地 地
１ ６

番 番

定
規

の
項

）
地
敷
川で

河 事平

知、

道り

海よ

北に
成

堀

項

成 １

平 第

月
１

年

日 よ

８ に

月 定

２ 規

年 の

ら 、

か り

町 規 日別

、 常

間 市

日 別

定

８ 休 ま前 る ）午 す 火は

を時 日 で
日

） 、ら 。 日か く 曜分 除

後
間ら

か 日５

曜後

土午

敷
前別
更の前前

変
地
の

かまかま 幅

達

更２
穂

也、
日

北

道しそ週 海

たの間平 道

。関、成

路
告法

係一 示

図般年 第

和面の２

昭

縦
の 区

般 地

一 磐

は縦月

区鳥 知 の平
そ地空東

の
第 関成
係

時
は月
類２
書年名２沼

及
び
民ま

国分
北

次

区覧

海

の

ほそに

道

地

場の供平

告

区

整関す成

示 備係る

に 第 書。年

担類２つ

いは月い

北

土
道
海

地
告改
示良
第法

員らでらで

延
等

道
国

長

、覧５ 号

道す

律海供

法北に日

年

建る

第

設。
路 第

道 ）部 号

整

事か土暗

及 １

課 第

備 条

が改ょ

平日ん地き

、５

い良、

成

） 業

２水合土

年排総客

月整

日営

６国備
］手

ら帯い

か附担

の 日育

て 号

成海道

育北日、

手、５

振地

］胆土

型道営
業

整に事

画庁良

区支改

い地

）置土

）えの

理備

昭
事

号和
第

律
法

年
第

）
号

縦北

間
区
複

重
の
と

条

二 海

九

規

次 の

び 項

土
川

覧旭
道

所北 り

場 よ

覧 に

縦 定

の

の

え知 路

備道 道

に海 、

成

、 を

て堀 域

い 区

置事

般
一］

、型

間

海用

覧北用

縦業

種 の農

事類、

す知水

供道排

に
良

業て改

縦北北

堀

。
る

変

地成業

土平事

の、
改

月海画

事２北計

良年更
め

画日知定

計６道を

業

堀。

定らた

をか事

め

北に
定

規
の

項
１

第
た日

土
営

事道

知、

道り

海よ

告 次

所所
業
現

場木

地

堀

か也 り

日 お

の達 と

示 の

達空上

覧道道
海海

変ら

間

所庁庁

也支支

場知川

良
改

縦
の也

般
一達

、
。

達

地

也野
富



１
概務

成業事業

平事
業

発ト

５
月

２名容

年要内

日省に

北 海

住商氏免の
次

１２３４

プ 番

はり 証 又お

許 号と
ー
ポ

所称名号ロ

名

道 公 報

引 北

宅業 海

者平 道

の成

地
告建
免 示物
許年 第

引を２

取
業取月
り５ 号

消日

法

第

楽停

神里

東清

川南

東江

線線

川場

旭車

号

平
成
十
四
年
二

ネ海し導作

エ北対、の

ギ省連の業

ル道関入成

・ネ情進を

ーエの促務

エギ提図託

新ル報を委

ル・を必る

ネー供るす
あ

ーエいが

ギ新行要。

海ル

苫北和北ザ

パネ、

小都嶋公

事出

市建知提

牧宅道の

１振請

町胆要

新を

日豊

す
。

目第る

丁
５
８号 番

の
和た

昭し
第
第法

律同
法、

年で
１ 第

第 ）
条 号

項

郡郡

川川里里

上上斜斜

神神里里

東東清清

郡郡

元元

町町水水

楽楽町町

東東町町

字字
神神５

楽楽番番

月
五
日

火

曜

日

ネと

フギエこ

ンル省る

ト進ギら

ッ促ルか

レー
成例のこ

海作条ー、

北

務基進ら

知業に促れ

道

エす

堀き新関

づとに

事

号

民ルパ

道ネる

、

告

北 の
に 項
定 １

規 第
の 条

告知 に
公道 定
り海 規
よ

の
次
。堀 、
る り
す事 よ

１５

宅

地地

地地かま ３３先先 番番

ギン

らで
かま

先先らで

ッ

也業のレ

事ーフ

達、

３

者開

続担郵北電説平

手
等当便海話明成土
曜 部番道番書

済交２
日 局号経号の年
、

パパ事本

・プ

イウアイ

本ポンン業業

道自製ロ

に内部ーフフ者務

内社

達 地

営に門ザレレのの

２

後

取

也 物
建

履加プ
参ア

行資ロ経

期格ポ営

限及ー状

後後前後前

かまびザ況

後

まかまかまかまかま かまか

付月 部日

間日
曜 －資－期５

源日

、 エ及 －び ネ場火
所）国 札ル

及か

内の 市ーびら
民 幌ギ

祝 中課方

日 央法日 線

に 区

）
関 北－火
す ３

工施

業専をルッッ施実

選の能体

拠門有のトト

点のす

容等

を企る定企内力制

、と準案、

有画こ基画
、

営集成

る編。）構

す
び等

人及現

法門表

利部

の経

らで選ル、
あカ
で

準出規

成基提営

平定
年者模

３にに

月要お
求い

履
資の

る約
れ契

日さて

でらでらでらでらで

格

らでら

ま

丁

律 ６

法 西で
る 条

和
昭 目

第
律

法
年

。刷
と印
こー

るラ

号

行

と
こ

う
行

を
）

刷
色
４

北

。
と

こ
い
な
が

障
支
に

土

川走

旭網

道道

海海

北
土

三
〇

る
き

で
の

る
す

定
規

に
）

所所

業業

現現

木木

刷
印



２

調契履札の平道

入次

平 達にい成が

成 行 を参ず 約行十 す加れ年う

四 るすに北指

年 期場 特るも海名

二 定者該道競

北 海

協１
調北

のおの平入

次な定

達海

札 と、適成

おこ用

す渡 付

りのを年を道 に

般札け月る島

一入受２

定同 る 競にる５特合

す

争係。日

道 公 報

海
北

渡
道

関３プ詳

島 ロ細 連

支 情にポは

庁 報同ー、

告 をじザプ

示 入。ルロ

第 手にポ

第

４
約

提持プ平提の契要

そ
場書

出参ロ成出他

場又ポ
ザ２は成

所はー年所作
の

は郵
送ル月
に要 にの

号

日付加成

休交参平

は場表
の月

くは書２

除所明年

。
交に受

月 役に当告争

五 務間所必す示入

日

に

の要る第札

仕なこ

関 様平北資と

道にる

等成海格。号す

火

入４館定名

年函規指

曜

説１美る停

札月市すを

日

書か４舎さ

明日原庁止

札調項務舎

入る役庁 事

達の清
及務

下、称業

以は名掃
び 入

月か

」４量階

札年数地
ら

と
い
。マ階

う日２

１ す関ー

号 るすザ支

書

のア明

めヒ説

たるル

照リ

庁

こ

口をる

窓グよ

会ンに
うと

行

告 。。

じ留領じ

同書受日同否

参

便限）持

。郵期月。

出５よ

限提後に

に、午

に及
）所。

。場時る

る
。法

る方
よび

時じ期

付同領日
提必

は直、）

間。限水
所

９付場

前交出着

午接
らび

かる及

時す

等れ

５等
後送法

午郵方

掃い

よ平目清て

にら丁
番のな

る成６

。

資い 年
北有。

月をと

３号格こ
と

で渡こ

ま道る

日海す

ケ北で

）ラま

同
合。

島

渡一

施ュ道

実シ海）

を

庁

。成支

る作島式

すで
達

調川

府
政泉

た
れ長

さ

示

）
。

）い
でな

まし
時は

７

舎
庁

。

保和る入
と札交 以証入
を北ろ明

下札 金年こ説

保
道よの

証 消納海に書付

６

る
す雄

関
に睦

付

札札に
札札

入開開入
入

４５

加 保参 札

審海海札入

ウ契北北入

函渡行

条 申査道道執

約
を 書行館島の札 項 請を

３

類っ市支場

者かアイ 条

はの

の の 付、審申申 条 件こ
般かを請請 ５ 入 一ア査

競ら申 の 札

締

資資、を
は約

本格
）、

の査分し

金審月結

の 税す規る交

金 費 額の

こ第に

納 等る則。付場
関所

付 」

の とと

北

除 う。る

免 い。号す
道

納 ）下項海

、 。以事

付 相

規市

法 額務館

方 当財函

日場日し

は 含則美

等 を
る
す

時所時金と
う
よ 証

者 原平着
同同、

成 郵４）にには

送丁
６。。の

年 に目じじそ
の

月 る番者

３ よ
場

総及 す場 のた美庁所 示

所

出合４務び 場

提場原

、目総時

先は所丁部日
海

郵北査番課北

審６務

便海結

館

号渡を函

番道果号道

島申
支請市

ウ請 ２のの は

－庁者美

規時方 地 入まし の 、 争
参にけ期法 定 方 札でな

資めば よ 治 加定れ に 自
条 施 格るな平申け る 法

書ば 件 行 のとら成請れ

令 審こな

一

査ろい年類な 付

月提な 般 昭に。２のら

り５出い 競 和よ

請決つ

が申のか

を算、
に 以るお実 円すに誠 万
直、行 又のて履 上日い

者 掃２のた 清前１し は
常年定あ を業にで 員営

い丁

政 。と４

、 む」原

。６

第 のう目

令 ）

）番

条 分第

号 の の

７ ５

条三 か 及 に

一

海 す第 北 当ら び 相

道 る

午 、北も

は積 日 合号見

渡契 １ 便道た 後 郵海っ

号島約 時 番
支金

庁額 分

－総
務消 郵
部費 送

総に原
北務及 よ
総税 に

務通４

務る６

北総す目

部知丁

道課。番

海
函

渡

４道

原海

美北

市
館号

、日先。 争

目島

丁

のら指 札 政２かの 入 年

示 で 令

及日に あ 第

びまよ る

でり の 号
入 下

掲成 、 以

に作 で 。

るた 札
げし

加 」

格請 参 令

資申 に 政

分るこ 時度める

を書

契と

２種 上該と 以当約。 名
て年び し業及 用営類 雇

を るが模 い度規
にぼ と月ほ こ

の

で 規 上

ま 務 以

条 財 額

定 入

に 則

）地 場

海課び る

札昭め

市費 、

館消 は

函方 合

道
庁

番同

６合
美必税

よ い

有類 し と

堂
講

号舎 か出 と 。

る提 うう
すを

同 。

第るうな

どし す ）

契
場る

いす
なく
たじ
満

合



こ詳
の細
入は
札、
の入
執札
行説

北 海

約本の

る契契日こ

アイ

札

とにの語入

こ約名所

び 在 す続び及

。関手及

事お本契

るに日

道 公 報

での

る捨税相者員

アイ
す札あ一

落額て事当落

金者る者る部

札をた業

定算額で金とかに

決加

申税

にし）あ額なを免

当たをるをっ

第

９

開に入

財て契要そ号

っ

金 書 規札 札掲札

約 務入
則のげ

効入等 の 第時 有る額 作

に 成
な札に

入及係 条のお

号

８
札 交

落

平

者 成
付 十の

四決
年定 方 二

は明
、書
公に
開よ
する
る。
。

を称地て通は

務い国約

電す達

当用調

担使貨、
続

る海便話る手

す北郵
渡号号語の

組道番番言

の島及停

織

び止 名支

通等

貨が － 称庁－

及総

有 － び務

出業

た金もか入たし事

書はる者

っ額っ免札者

てて税

とい

は当落事に、こが

載札。る

、該札業記落

格です決たと

入金価者

書にとある定だき

札額

、、

に１するこ後しは

。や落共

記円るかと速

満で問か札同

載未のを

第い

れの、わに者企

さ

否他こ消 １て 札びる 要

公税 の２ 限の費 項、 に

にの 定規 。告等 規に る

め扱 よす し定取 に定 ）
を入 定資 者るい りる た

予有 札に たを 落札 め格

方

し 者関

月
五法法

日

道場
海の

北

火

島で
渡所

曜

庁付
支交

日

務る
総す

所部り
得 在総北

る

館線 函内 課道。

地務海
市
美

ず消が業

番
６
目
丁
４
原

金数札、費共体

た端入

等企費

額がに見税同消

る加もの業税

にあ参積

の免 該とすっ課体等

当

者契事場除 金きるた税

業 の、は約業合事 額は
そ、金者で

の消額であ者
て出 の
端費のあっ申 分

る 数税

か、書 ５

い する 価な とす 定

金等

に 制の 。件 の者 る条 格

札し 範入反 のた違 限し

最務札 で財入 内、た 囲

総
部。

無 の則、 低規は

課
務

申査

はの審

者かアイウ

請請

ア査請を

、審申申

ら申類っ

かを書行

３

号
は約条
締付条 道資資、を件こ
の が本格

般５ 入 行金審月結一の

）、競の 札 うの査分し

額に免そを に分

指額の

を係税の提 相の

事構出 当切る

２

すり課に業成す

北北調契履札の平

入次

海海達にい成

道道を参ず
に北

上上す加れ年 約行

効 価第

川川るす

と 格

協１
。

も各る
す を条

北

次な定 海

のおの平入 道

と、適成調 上

達
札

おこ用 川

りのを年を に 支

一入受２す 付 庁

般札け月る 告

まし提と

ウ請のた のの
期法先は

でな出き

時方

北査

めば審

定れ、

にけ

れ便海結

るな平申け郵

書ば番道果

とら成請

こな

川申

ろい年類な号上を

に。２のら

支請 よ月提な

争２ は

り５出い－庁者

決つ入の 、 名が申のか

請地 競

を算誠札規
自 入すに実参定 万方 争

よ 以治 札るおに加に 円

行格る 上法 に日い履資

直、しの条 又施 関のて

令 る前１た審件 は行 す

一 掃 指２の者査付 清

で

和 を業にあ般 員昭 名営
常 停年定る競 を

該道 期場 合合特るも海

庁庁役に当告

同同定者
る第

舎舎務間所必す示

清清の要

掃掃仕なこ

業業様平北資と

道に

務務等成海格。号

階入４川定

地２年旭規

１永る

１・札月市す

下

競にる５特
す

階３説

示

争係。日定 る 第

入る役 事 ５

札調項務 号

達の
及

下、称

以は名
び 入

と月
」４量

札年数

い

総に 、日先。

務通 ２かの
３示北総す

のら指部知

よ道課。

及月に海務る

日り旭総

び５

掲で成市係

にま作川務
条

資申６

るた山

げし永

格請

止度めこ争
を書

さ分ると入 年 時

契。札 政 れ

とあ 第 以 て当約で 令 人
上 い該

な２種る

及で 。 用 い営類の 号 雇

下 て と年び、 以 し こ業
が模札 い 。度規入

をに 政 る
にぼ加 」 と月ほ参 令 こ

書か６舎

・階明日山庁
清

階にら条等

１）
・一よ平

目の

４式る成丁掃

階。
月１を

３番格

）年１資

号有

一
式

道と

で海こ

ま北る

日す

海

をケ北

）ラ
。マ
う日

作川

すで上

施ュ道

実シ

馬

た
れ長

さ庁

。成支

る
府

政

三
二

番

る提１

すを目

有類丁 と 。

うな号

どし１

か出

くうう

たじよ い

満同し
る

場るす ）

いすと 。

な

舎
庁

同
合

川
上。

合契第 る
す夫

関
に久

達
調籠



開に入る捨税

号ア

平 札掲札落額て事

成 の札 げ金をた業

十 時決 る額加金者

四 に定 入等算額で

年 おに 札にし）あ

二 当 及係たをる

北 海

８９
っ

約 務 交入

落財て契要そ

則 者書 規札

札

効の 第有 の作 付
決成
な
入 条 定の 方

道 公 報

７

保和る入
と札交 入以証入
北ろ明

下札 札金年こ説

保 にを

よの

証 消 参納海に書付

しす規る交

金 費 加付道

等 よる則。付場 の 税

第

６

札札札札
札

入入開開
入

証 場日場日
保

号

約海海札

契北北入

４５
川の 項旭上行

条道道執

す
永庁所 示市支場 を川

い 山総及

月 てた びる金もか

五 、っ こ消額っ免

日 ２て の費て税

該札業

には 公税当落事

入 にの金価者

規、 告等

す札 定取額格で

定

火

１する

る書 め扱にとあ

資に るい

曜

札未のを

格記 入円るか

を載

日

関の、わ

有さ に満で問

に否他 １札 方要 第

しれ

。 規る の限 項 法法
よ

道場し に

海の） 定 北
交を 定

川で者 り

上所た
予

総す札 た

庁付落 め

支

付 」 うこ第に

納

務る者

関所 の と とと
う る。る

免 い す。号す

下項海

、 。 者以事北

除
付 相 、道

納 ） は

法 額 の務川

方 当 そ財旭

は 含 の則永

等 を 者規市

政 。 積と６

、 む 見」山

所時所時金

にに

北３道平成

海階上成
年同同 道入川

月。。

旭札支年３じじ

川室庁３

市総月
日 永郵務

山送部日

６に総火

総時

所条部日

６務び 場
１係

番務
１総

目課
丁務

数札、

なた す端入ず

号

積

者額 条がに見

い金 る

当 にる加も

のに 件あ参
きるた た該 違とすっ し

約 札額 しは者契 入金 反
入そ、金 、の た、は

財札の消額

の 規は端費の 分 務
則、数税

５

総す 価

部。と 定

無金等

務限

総制

課。 の

務る 格

条

の
低

最
で

内
囲

範

係の

令 ） もい
第 の っう

た。丁

契）目
番 の の
約第１ 条 分
金

１ ７ ５

か号 及 に条 額

海 す第 費北 当ら 消び 相
税

道 る 及

水）

地ま 務 以
び条 財 額

る課）ま

条よ務

着

目合務午必

丁場総で
時

番、）２）

１は係後

号便
１郵

海に

北号送

番郵
よ 道

場

上－る

効額に に分 第 川

相の とを係

条当 す切る
協

。
各るすり課に

北

次な定 海

のおの平 道

と、適成 立

おこ用 小

りのを年 児

一入受２ 総

般札け月 合

も
を

格
価

定 入
消に 則 の
方で 規 上
費
税札昭め

こ詳
の細
入は
札、
の入

合 合
舎海平

庁北、

同は

約本の

る契契日こ

アイ

札

とにの語入

こ約名所

員

イ

す続び及

。関手及

す札あ一

当落での

相者

る５

金とかに

る者る部

競に 保

争係。日 健

入る セ

札調 ン 告
達 タ

以は ー

下、 告
示

入 第

札年 １

」４ 号

と月
い

道
立
小
児
総
合
保
健

執札
行説
は明
、書
公に
開よ
する
る。
。

約

事お本契

るに日び 在

、

を称地て通は

務い国

郵電す達

当用調

担使貨
言続

る海便話る手

す北
織上号号語の

組道番番

の川及停

び止 名支

通等

申税

額なを免

－ 称庁－

札者出業

入たし事

をっ
とい

に、こが

書はる者

す決たと

載札。る

記落
、、

こ後しは

る定だき

。マ
う日

。や落共

と速

実シ
をケ

）ラ

示

。成
る作

すで
施ュ

三 さ

三

府
政

た
れ

セ
ン
タ
ー

貨が 及総

有 － び務
所部り
得 在総北

る

線 総旭内 課道。

地務海
務川
係市
永

条
６
山

体

消が業

に者企

か札同
業税

等企費

税同消

費共
事場除

税の免

課体等

の

申

であ者

者で業

業合事

る
す

関
に
達

調

あっ
書

るて出

号
１
番

１
目

丁

構出

税の提

免そを

か、
業成す

事



エ

も験。請

出者る試い申
類

なの含の成書

し２を
むで績
数析提

れに。、分の

け
ば掲）

北 海

るるなアイウ
２

件こな申申申

条とら
に。にの 請請

付ろい請

一

掲

競り要に のの 般よ必

争、な

道 公 報

３

道石と調で件こ

こ入条
一

油の 成がを達き付

平
行証をる 業入

と競

法札 年う明すこ般
は 北指しる
証入

昭、 海名た重を争
地 和 道競者油

第

２
い

調契納札の

アイ入次

入 達量を参ず

調数達に
も

するすに

をす加れ 約

達品者該 期場 る調物る

物

号

１
札調

入

平

に達

成を
十す 付
四する
年る物
二

のを先

なげの量表出

品

保す

な資給確徴

らる供

。を明にる郵北

い格証
いと番道

有書つこ便海

で小

るはてが号立

す又
か出証

児 ど荷明き

う証る－総
合 か明代こ

保 の書表と

期法係る

入２関げ

時方

書資

札の
び平提なを

あ及類格

で

成出い有

る

先。す

の
でに
入げ２指か

、掲年のる

にう

札る月示ど

に資
加をかりの

参格日よか

告争でを明札方

た加
自 年 示入あ北し参

こ道者の
治 法 第札る海

に法 律

あ査
施 第 号関と立で審

にす。小行

規る児る

）

定指総こ 号令

るを保。 第昭 す名合と

和

物停健

条

当

政 のさン に年 品止セ

定の間所必す

品予等に

量様なこ

の数仕要る

等

格。

称等平北北資と

名

成海海
道道

硫年小立 重

分月市児

油黄４樽小

１銭総

日函合

か１保 ％

事

以

月等

五項の

日

北数
び

及
称

名

火

道
海量

曜

小
立

日

証北セ

審、者を健

総
児

タ

にき承明海ン

査引の
け印る小ー

つ受認す道

類市務

て証が書樽総

い

総

、書るを銭部

は明あ
その出１務

石等も提函

さな目

精の）し丁課

油
製他
会これけ

し有ら作審

社れたれ番

うる月しに

よす３成査

すど日申い

とか１たつ

者かで書は

るうま請て

提該

、審を当

はの類、

ら申し出

かを出届

ア査

タ 定

ましけの

エ請な書

所 る第 入てー め令 購れ
のい
石

製） 格いが 油号 資な長

有と定 品第 をこ指

す。す 販
の５

こ日 業の

るる 売条
の

場 出２

。、 届の

と時

１平目セ 下ら丁健

所 を

ン の 種成
番タ も ２

１月

）３号

号年１ー の

合

価
単
の
りで

たま

当日

津
梅

長
所
ー
タ

ン
セ

健
保

等もば１

な

売準及ら

元にのな号

業ずび

に入入わな算契

号問加
に

札掲札札ずおし約

開

消合関

のげ金書、、た

記費費計す

時る額に消

にけばし

でなれ写

入等

めばら提

定れなを

８９

１入

海 交の

落北項札契要そ

札約
作 付財定効 者書 道規有

に し規

よ入の 務にな の

７

る納よ

分 いに

十 て定

６
保説

開開札札交

入入入
の 保金書 札札付 証明

札

５

は

道執

海海札入入

北北入
場

樽小の札札 小立行

道
４

夫
征

市児 っを 行項 を
条 査

約 審
契

事

お札に載税税金る

に

相に務

い及係す等等額

金き当１を

てびるる抜

の費額価額円担

、こ消

す

に公税は格は未当

２

当のる

規告及、相、満

費額該端組

定にび消当

るめ方税代数織

す定地

あ名

資る消等１金がの

の

税係当請る称

格入費に

の 方則り札

決成 規

を札

定に 定
法たる否他

昭め限 方要

予。

和 法

価し

年定）

道 場者

海 の格た

北
）札

則 で価落

規 所単を

付の者

第 交

除に
免付 証 場日場 、交

。る
るす

所時金す関所
事北北

同道道

月にに項海海

３
同
ま。。樽小

日じじ小立

日 銭総所

に銭総

で市児

日所時

１保び

函合及場

ン
目セ時

丁健

、海成

番タ郵北は北平

１ー便海

号総番道郵道

小番小３

務号立便立年

部

児号児月 総
務－総総

審
、
は所
き場
とす
た示

申
号を
番果
話結

電査
請
者

有にるた求と及 －

は所

し関以課りのきび

単き、在

なす下税のと

いる事

加の

者条消業価にそ地

税でと算端

の件費者）

金 た違等あすす数 しに

かここ額 入反」るるる

、たい免ととを 札しと

財入う税。切

）業費捨 務札。事消り

は

のる

。 る限す

号 す制と
囲
下範。

以 。

」の 則低 規最 務で 財内
う

い格 と価

）丁健

着１保

必函合

単

ン
目セ

務
総
部

務
号総

１ー
番タ

合日

課

合 課

保－保
健午 健

セ前 北セ
海ンン

小ー海ー

道タ北タ時

市階小務送

樽２道総郵

函議市総よ

銭会樽部に

丁函課場

１室銭務る

に

目郵１）合

通
知 －
す
る

線
内。

三
四

で等る 則無の者税て 規
と扱あ相。 第効取
すいる当）

。

各。をを

るか額。 条

を 第） ）価
も

送丁は

第て
っ 条

平

番に目、

１よ
号る番成

場１
合号年



同
表５

の第

条

平 中条

成
十 令

四 第

年 ５

二 条

北 海

海る）

北北す第。

正く

海平
道成北道。」

海選に 条 選
２選執め

挙年道挙改 中

執
行月挙行、 第

規５執規

程日行程条

道 公 報

海
北
道 ．．

選
挙
管
理
委
員
会

第

．

契日こここ詳

約本ののの細

の語入公入は

手及札告札、

続び及のの入

に日び内執札

お本契容行説

号

在
名所

アイ

月
五 令

日

火

曜

漁お

日

の規及

法て
業い

を 部の成」 一程平び

を一
海、

正を北り

改部年削

る正道

す改

規す選

を海規管５

程北る挙第

の選委を

次道程理条

告
示 道

第

選

号 挙
管
理
委
員
会

い国約はは明

て通は予、書

使貨、定公に

用調で開よ

す達あする

る手りる。

言続、。

語の変

及停更

び止す

通等る

貨がこ
有と

海便海話

北郵北電

称地
小小

立号立号

道番道番
児 児

合－ 総－総

合

保－ 保

第る

漁お令す
行用

施準
第

施準条

法て５令

業い
令に

第る項

令す５

行用

く

よ挙員除

項
５
第
条
５

委示）

に理告。

う管会

を

め員第」

定
る会

。委号

員）
部条

一５

長の第

の第

橋次び

を及

告
示

りが
得有
るり
。得
る
。

健健

セ北セ

ー小ー内 タ道タ

ン海ン

総樽総線

務市務
課

務１務

総函総

部銭部
目
課丁

４

を

」

に

番

海海話札入入

北北電入

札警号行札札

道道番執

幌察の
場場日 市本

康よ
２３

改除

之にを

う条

納納札の平道約

入次契
行項

達にい成が条

調
を入入参ず
に北指示

す加れ年うを

る期場す

１

オ

成札調

平入アイウエ

に達一ズオ
ムトト

年付を眼ーーー

るるフレスマ

２すすレ

月

北

次 海

の

第別

道 記

と 警 第

お 条察

り の本

一 ２号

部

般 を様

告

１
第第

号
１

式 １条

第第同

条項

及所時

中部－所

央総

び

北部日 － 区務

時北北平 ２会

海海成 条計
西課道道

丁幌察２ 線 ７札警年 内

市本月 目

中部

るも海名す

区階
央１日

所

品日所者該道競場

物
仕必す示入

のに当告争
に

様平契要る第札

成約なこ

担資と号関

者規る

入年当格。にす

のす名

説月等定指

札３
明

チ
に定物停

書日指るを

メズロッ

５事物カント
メ

名カ

のラボク

日項品
数

び
及ラ

称
量

競 削

台台台台

示

争 るの

第

入 。２
を

札 号 削道

る
。以 警下

察

」
札

入

本

い
と

た２

条項第

閉
開

の
所書
票し
投だ項

後

北入午

漁の同

）
間
時

西場時

条会１

２札
７
目

丁分

三
五

購れ

るるのさ

よす品止
い

資な
のい

所入て

。場

と
こ
る

す。
有と

をこ
格

山
長
部

本
察
警
道

海
北

。

部

）
。
う

告

実
を

示

閉第

業開条
」

。
る
す

施 第
令）

行刻項

施時３

法
条項
６２
第

田

所
票
投

。
る
め

改
に

廣



約名

る捨税相者契

イア

す札あに

額て事当落で

加金者る者る関

をた業

なをる

算額で金とかす

るをっ申事称

し）あ額

たを

北 海

９

開に入

て契要そ号ア

っ

げ金

札 札書掲札落

入約

のの札 作
効の入等

時決 有成る額
及係

おに な要札に

に定
当 入否他

道 公 報

７８
者
務 電札交交札

入落財
決
則 に明付付の

規 報説
るの場方定
第 よ書
入交方

札付所法法条

第

６

保号と郵
等便

入以証入。い便郵

第。にに

札 下 札金）う

保 にを

）よよ 証 消 参納

第るる
入入 条 金 費 加付
の 税 しす

札札 の 等 よる

号

５
札

開開
入

平
成保 札札
十
四証 場日

年
二

金もか入たし務

所時金

る担北

額っ免札者出を

て税書は

す道

当落事に、こ当海

札。る警

該札業記落と

格です決組察

金価者載

の部

にとある定織本

額

かと速名総

１するこ後

部

未のを。や称務

円る
、わにび会

満で問か及

にこ消

てた 札びる

い

の

る公税

２て 限の費

、っ

）にの

規、 。告等

には

ため扱

す札 し定取

定入
記 を入

資に 者るい

る書

関
有さ 札に

を載 落札
格

項 、関１ はに第

しれ 者

海海話のの 認す北北電

定 な事道道番場規 める
幌察でに

い項札警号所

。

交よ 市本

す定

中部－付り

央総

るめ

北部。た － 区務

予 ２会

及か 付 」 うこは ７条 納

す。認 のびら と とと、

う るめ 免北第 い

な 除海 。 者

ま。 納財 ） は条い 、道
の 方規 当 そで 付務 相 、

め 等

を 者定 法則 額 の

、と 和 む 見はる 昭 含 の
。 積

月
五
日

。。
じじ

同同
にに

火

曜

日

、費在課

端入ず消所計

参積等

がに見税地

数札

税

とすっ課

る加もの

あ
は約業

は者契事

きるた

あ

の消額で

そ、金者

、

る

端費の

数税

か

い金 する
なた とす

金等

当 に
のに 。件

者額 る条
札額 し 入金 反 た該 違 し
入 、の た
財札

定

無５ 則、の 規は分 務

の 線 ７格 内 西課価

条計

制

丁
目

限

こ

の
低

最
で

内
囲

範
の

に 北 の方 っろ 年 ）地 も

自 た海
治 契よ

施 金。 の規 法 約る 分道

に第 行 額５則
令 相
費当号 消

下 及る和以 税す昭。

び額
以年

を係税 の 額に免 分 地

事 切る

５

り課に業
入保
金札 札

入開開入以証入

保 札札札にを保

下 札

日場日加付金

消 参納証

効に 第

相 と

３４
。
各るす

す 条当

海海話札入

契北北電入
行札

が条道道番執

道約
うを幌察の

行項札警号
場場

２

も
を

格
価

指示市本

調空調納納札の平

入次

達気達にい成

を呼を入入参ず

場すに北

す吸す加れ年

令務 方上政財

る器る期

則 費入第規 消の

」 税札

１ 北

次 海

の平入 道

と成札 警

に

こ詳

お 察 の細

り年付 本

一２す

入は

部

般月る

札、

告 の入証費 及 在札
入

所の
こ

イ

所時金よる納

税 しすの

と ととの

」 うこ付

等 時

す。免

者、

う 成ににる除

い 平
同同。

。。、付

） 年じじは納

の法

当 月そ方

相 ２

額
含 のは

を 日者等

及所

名す中部－所

競場央総

び

入北部日 － 争所区務

時北北 札２会

海海
警 内 関西課道道

に条計

市本

る丁幌察 線 す７札

指目

中部 名

物るも海
停区階

を央１

品ッ品限所者該道

物セ
仕必す示

のトのに当告

称６様平北要る第

名
及式等成海なこ

道資と号 び

入３察規

数年警格。に

部す

札月本定

量

説

競５事

書物

明日る

示

争日項

執札

第

入

行説
は明

札 号

公に
、書

る。
する下

開よ以

約

地契
び

い
と
」

札

。入

道番達

海話調

北電、
は

幌続

札号手
の 市

止

中－停

央

等

。 前積地

む 午見、 － 区

も方 ）
た治

の 時っ自

契法

に
額令 ５
金行 の
約施 分

す
費和 当

消昭 相
税

会

さ２札

止北入

及年 る

目

な丁

い７

て西場

れ条 る購

よの

に品
。
と

こ
い

こ
る

す
有

を
格

資
の

。入

道

実海

を北

）
。
う

。
と 山

長
部

。本

る察

す警

施

北が
有 ２

り

丁。 線 ７る 内 西得

条
目

三
六

の
方第 上

地令 以
び政 額

消

田

税札）

費号 入 廣



ここ詳

イ

平 所のの細

成 入入は

十 在札札、

四 及の入

年 び執札

二 地契行説

北 海

約名

る捨税相者契

イア

す札あに
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